
​国際協力NGOルマナイサモア​

​2024年度 事業報告書​

​1．法人の概要​
​団体名​ ​国際協力NGOルマナイサモア​

​主たる事務所の所在地​ ​石川県金沢市​

​設立年月日​ ​2018年12月22日​

​事業年度​ ​2024年4月1日 ～ 2025年1月31日​

​目的​ ​本団体は、サモア独⽴国において現地の⼈々と協働して医​
​療・教育⽀援活動を⾏い、その経験をサモア・⽇本両国にお​
​いて多くの⼈々と分かち合うことで、サモア・⽇本の⼈材及​
​び⽂化交流を促進させることを⽬的とする。その⽬的に資す​
​るため、次の事業を⾏う。​

​1. サモアにおける医療⽀援事業​
​2. サモアにおける教育⽀援事業​
​3. 国内での開発教育に関する事業​
​4. イベントの企画及び物品の販売事業​
​5. その他当団体の⽬的を達成するために必要な事業​

​2．事業内容​

​（1）医療支援事業（歯科事業）​

​①事業の目的​

​本医療支援事業（歯科事業）は、サモアのサバイイ島における成人および小、中学生の​
​口腔衛生の向上を目的に実施するものである。​
​また、事業報告や学会発表、広報活動等の啓発活動を通じて、サモアをはじめとする開発​
​途上国における医療の発展に貢献することも目的の一つである。​

​②実施内容​

​●​ ​サモアで現地の歯科医師と協働し、以下の活動を実施した。​
​○​ ​サイピピ村サイピピ小学校でのむし歯予防プロジェクト​
​○​ ​歯科医師のための歯周病治療技術向上プロジェクト​



​③実施期間​

​2024年4月​ ​●​ ​小学校での歯科保健指導（Saipipi小学校・Lano小学校）​
​●​ ​Tuasivi病院歯科での医療連携​

​（浦崎・古瀬）​

​2025年9月​ ​●​ ​Saipipi小学校での歯科保健指導​
​●​ ​Tuasivi病院歯科でのプログラム推進​

​（浦崎・古瀬）​

​④成果・進捗​

​●​ ​歯科保健指導の定着と内容の深化：​​前年からの継続訪問校（Saipipi小）では、3月​
​時点で児童の正しい歯磨き習慣の定着が確認できた。また、新規校（Lano小）へ​
​の指導拡大も成功した。9月には単なるブラッシング指導にとどまらず「甘いもの​
​の摂り方」といった食生活指導へと内容を深化させており、継続的な歯ブラシ寄​
​贈と合わせ、子供たちの予防習慣形成に大きく貢献している。​

​●​ ​現地歯科医師の主体性向上と啓発効果（歯周病プログラム）：​​3月にスタートした​
​歯周病の罹患状況調査（糖尿病増加との関連性を視野に入れた調査）を通じ、9月​
​には現地医師の予防に対する理解と主体性が飛躍的に向上した。医師が自発的に​
​調査を進めたことでサンプル数が大幅に増加し、患者側にも予防意識が浸透して​
​自発的な治療希望者が増えるなど、地域全体への確かな啓発効果が現れている。​

​●​ ​島全域への予防プログラム拡大への道筋（虫歯予防プログラム）：​​過去に一部の​
​小学校で劇的な虫歯減少効果を上げた「フッ化物洗口プログラム」について、9月​
​の協議で現地医師から強い賛同とコミットメントを獲得した。技術共有も完了​
​し、サバイィ島全域の小学校への展開が非常に近い将来実現する見込みである。​

​●​ ​次世代の国際協力への貢献と相互理解（異文化交流）：​​3月の学生ボランティア参​
​加により、サモアの子供たちとの活発な交流が実現した。サモア側からも伝統的​
​な歌や踊りのプレゼントがあり、双方にとって意義深い相互理解の場となった。​
​参加した学生自身も、現地でしか得られない実体験を通じ、今後の国際協力や将​
​来のキャリアを考える上での貴重な学びを得た。​



​（2）教育支援事業​

​①事業の目的​

​本教育支援事業は、サモアにおける教育の質向上及び子どもたちの学習機会拡大を目的と​
​して実施するものである。特に、現地の教員の指導力向上（算数教育）や、児童・生徒の​
​認知能力と非認知能力の育成を目指すものである。​

​②実施内容​

​●​ ​サモアで現地教員向けの研修を実施した。​
​●​ ​サモアの学校（教育施設）に対して学習用具を寄贈をした。​
​●​ ​特別支援教育を行う現地NGOを訪問し、学習用具を寄贈した。​

​③実施期間​

​2024年6月​ ​●​ ​Fagalii小学校への訪問と学習用具の寄贈​
​●​ ​算数教育ワークショップの開催​
​●​ ​NGO Aoga Fiamalamalamaへの訪問と学習用具の寄贈​
​●​ ​在サモア日本大使館、JICAサモア支所、サモア教育省（算​

​数担当職員）への表敬訪問。​

​④成果・進捗​

​●​ ​学習環境の改善と持続的な運用（Fagalii小学校）​​: 経済的な理由で算数の学習道具​
​を持参できない児童が多いという課題に対し、学校側で器具を管理し、毎授業ご​
​とに児童へ貸与して使用してもらうという運用を提案し、快諾を得た。​

​●​ ​教員間の学びのネットワーク構築（ワークショップ）:​​土曜日の開催にもかかわら​
​ず35名もの先生方が参加し、4時間半にわたるセッションを全員が完走した。学ぶ​
​意欲のある教員と繋がれたことが最大の成果であり、サモアの教員同士が学び合​
​う輪を広げるためのきっかけとなった。​

​●​ ​障害者支援に向けた現状把握と今後の展望（NGO訪問）:​​サモアでは障害のある​
​人々の権利が十分に保証されておらず、卒業後に社会に出て働く未来を描くのが​
​難しいという現状への理解を深めた。この状況に対し、ルマナイサモアとして今​
​後どのような支援や働きかけができるかを模索していくための重要な足掛かりと​
​なった。​



​（3）国内事業​

​①事業の目的​

​本国内事業は、日本国内の市民の皆様に対して身近に参加できる国際協力・国際交流の機​
​会の提供を目指すものである。参加者の異文化や国際協力に対する理解の向上を目的に、​
​展示会や学校等への出前授業を実施する。​

​②実施内容​

​今年度は、実施可能なメンバーを確保できなかったため未実施。​

​3．助成金・補助金・寄付等の状況​
​　本事業年度において、以下のとおり外部からの支援を受けた。​

​●​ ​クラウドファンディングによる支援金：134,017円（当該金額のうち一部は、クラウ​
​ドファンディングプラットフォーム利用に伴う手数料として支出した。）​

​●​ ​個人からの寄付金：32,901円​

​　クラウドファンディングによる支援金は、主にサモアにおける教育支援事業（教員向け研​
​修、教材購入および寄贈、教育プログラムの試行等）の費用として使用した。​

​4．次年度に向けた課題と展望​

​（1）医療支援事業（歯科事業）​

​●​ ​フッ化物洗口実施校を増やす​
​●​ ​現地歯科関係者との共同活動を増やす​
​●​ ​歯周病と全身疾患との関連性の周知のために現地医師との意見交換の場を設ける​

​（2）教育支援事業​

​●​ ​現地教員向けワークショップの実施と学校訪問、教材寄贈の継続を通じて、現地教​
​員のコミュニティの拡大を進める​

​●​ ​教員の指導力向上と児童・生徒の学力向上に資する質の高い支援のあり方を引き続​
​き模索する。​

​●​ ​現地教育省や特別支援教育NGOとの協議を加速させ、具体的な連携事業の実現を目​
​指す。​

​（3）国内事業​

​●​ ​日本国内の小・中学校・高校に世界の問題を考える授業プログラムを提供する出前​
​授業プログラム「セカイ to ジブン」プロジェクトや、サモア展の実施を再開する。​

​以上​


